
醍
醐
寺
彫
刻
所
在
確
認
調
査
に

つ
い
て

副

島

弘

道

は

じ

め

に

京
都
市
東
南
部
の
滋
賀
県
と
の
境
近
く
に
位
置
す
る
笠
取
山
の
山
上

か
ら
、
そ
の
西
麓
に
か
け
て
広
大
な
寺
地
を
占
め
る
醍
醐
寺
は
、
平
安

時
代
前
期
九
世
紀
後
半
に
、
真
言
宗

の
高
僧
聖
宝

(
八
三
〇
1
九
〇

九
)
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
あ
る
。
聖
宝
が
は
じ
め
に
建
て
た

准
胝
堂
、
如
意
輪
堂
お
よ
び
彼
の
没
後
ま
も
な
く
完
成
し
た
薬
師
堂
、

五
大
堂
を
中
心
と
す
る
山
上
の
上
醍
醐
と
、
延
長
四
年

(九
二
六
)

に

完
成
さ
れ
た
釈
迦
堂
を
中
心
と
す
る
山
麓
の
下
醍
醐
の
二
つ
の
寺
域
に

は
、
そ

の
後
の
各
時
代
を
通
じ
て
数
多
く
の
堂
塔
や
子
院
が
建
て
ら
れ

た
。
現
在
の
諸
堂
は
、
下
醍
醐
の
五
重
塔
を
の
ぞ
い
て
多
く
再
建
さ
れ

た
も
の
に
替
わ

っ
て
い
る
が
、
山
内
に
は
な
お
多
数

の
文
化
財
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

醍
醐
寺
の
彫
刻
は

一
件
が
国
宝
、

一
五
件
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
作
品
に

つ
い
て
は
、
未
報
告

の
も

の
が
多

い
。
醍
醐
寺
当
局
で
は

一
九
九
三
年
度
か
ら
数
年
次
の
予
定
で
寺
内
の

美
術
工
芸
品
の
調
査
、
記
録
事
業
を
開
始
し
、
初
年
度
に
は
彫
刻
の
所

在
確
認
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
詳
し
い
結
果

は
、
本
格
的
な
調
査
と
撮

影
の
終
了
後
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
が
、

こ
こ
で
は
実
際
に
所
在
確

認
調
査
を
担
当
し
た
者
の
立
場
か
ら
、
存
在
が
確
認
さ
れ
た
作
品
を
報

告
し
、
簡
単
な
解
説
を
加
え
る
。
デ
ー
タ
は
十
分
と
は
言
い
が
た
い

が
、
今
後
の
調
査
、
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
中
間

報
告
の
発
表
を
許
可
さ
れ
た
醍
醐
寺
当
局
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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一

調

査

結

果

醍
醐
寺
の
彫
刻
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
調
査
に
基
づ
い

　

た
報
告
、
論
考
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
は
後
述
の
解
説

中
に
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
文
化
庁
美
術
工
芸
課
の
彫
刻
部
門

に
よ
っ
て
数
回
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は

一
九
八
〇
年

十
月
に
鷲
塚
泰
光
氏
、
中
村
康
氏
に
よ
る
五
大
堂
、
如
意
輪
堂
、
講
堂

な
ど
所
在
の
約

一
〇
件
の
調
査
、

一
九
八
七
年
十
月
に
重
要
社
寺
調
査

の

一
環
と
し
て
松
島
健
氏
、
副
島
に
よ
る
霊
宝
館
、
金
堂
な
ど
所
在
の

=

件
の
調
査
、

一
九
八
八
年
六
月
に
同
じ
く
中
村
康
氏
、
根
立
研
介

氏
に
よ
る
伝
法
学
院
、
大
師
堂
、
霊
宝
館
新
館
な
ど
所
在
の
約

二
〇
件

の
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
ら
従
来

の
報
告
、
成

果
か
ら
多
く
の
教
示
を
う
け
た
。

今
年
度
の
調
査
は

一
九
九
三
年
八
月
十
七

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
行

な
い
、
醍
醐
寺
寺
務
所
の
多
大
な
協
力
を
得

て
次
の
リ
ス
ト
中
の
作
品

を
す
べ
て
実
査
し
、
簡
単
な
撮
影
を
行
な

っ
た
。
下
醍
醐
諸
堂
の
調
査

時
に
本
学
科
四
年
生
の
今
村
陽
子
、
益
田
佳
苗
両
氏
が
参
加
し
た
。

凡
例

醍
醐
寺
に
現
存
す
る
彫
刻
を
下
醍
醐
、
上
醍
醐

の
堂
宇
順
に
掲
げ
る
。
◎

は
重
要
文
化
財
、
◎
は
国
宝
。
仮
番
号
は
調
査
時
の
整
理
番
号
で
本
リ
ス
ト
と
直
接
の
関
係

は
な

い
。
時
代
区

分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
安
前
期

延
暦
三
年

(七
八
四
)
1
天
暦
元
年

(九
四
七
)

鎌
倉
前
期

文
治
元
年

(
一
一
八
五
)
-
康
元
元
年

(
一
二
五
六
)

南
北
朝

元
弘
三
年

(
=
二
三
三
)
1
明
徳
三
年

(
一
三
九
二
)

桃
山

永
禄
十

一
年

(
一
五
六
入
)
ー
无
和
元
年

(
一
六

一
五
)

(番
号
)
(名
称
)

.

(像
高

㎝
)

(安
置
堂
宇
)

1

◎
木
造
薬
師
如
来
及
び
両
脇
侍
像

(三
躯
)

金
堂

木
造
薬
師
如
来
坐
像

=
二
〇

・
七

木
造
日
光
菩
薩
立
像

一
四
五

・
四

木
造
月
光
菩
薩
立
像

一
四
五

・
二

2

木
造
四
天
王
立
像

(四
驅
)

金
堂

木
造
持
国
天
立
像

一
九
九

・
五

木
造
増
長
天
立
像

二
〇
六

・
八

木
造
広
目
天
立
像

二
〇

一
.
七

木
造
多
聞
天
立
像

二
〇
〇

・
○

平
安
後
期

天
暦
元
年

(九
四
七
)
1
文
治
元
年

(
=

八
五
)

鎌
倉
後
期

康
一兀
一兀
年

(
一
二
五
六
)
1
一兀
弘
一二
年

(
一
一二
一二
一二
)

室
町

明
徳
三
年

(
=
二
九
二
)
1
永
禄
十

一
年

(
一
五
六
入
U

江
戸

元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
1
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)

(時
代
)

(備
考
)

(仮
番
号
)

鎌
倉
前
期

中
尊

和
歌
山
満
願
寺
か
ら
移
安

25
1
1
1
1

鎌
倉
前
期

左
脇
侍

和
歌
山
満
願
寺
か
ら
移
安

25
i
1
-
2

鎌
倉
前
期

右
脇
侍

和
歌
山
満
願
寺
か
ら
移
安

25
1
1
-
3

慶
長
五

(
一
六
〇
〇
)
か

醍
醐
寺
新
要
録

25
1
2
-
1

慶
長
五

(
一
六
〇
〇
)
か

醍
醐
寺
新
要
録

持
国
天
像
ど
同
作

25
1
2
1
2

鎌
倉
前
期

和
歌
山
満
願
寺
か
ら
移
安

25
1
2
1
3

鎌
倉
前
期

和
歌
山
満
願
寺
か
ら
移
安

25
1
2
-
4

一2一



3

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

二
二
九

・
○

大
講
堂

4

木
造
深
沙
大
将
立
艨

(厨
子
入
)

九
九

・
○

大
講
堂

5

木
造
弘
法
大
師
坐
像

八
六

・
○

大
講
堂

6

木
造
弘
法
大
師
坐
像

七
五

・
○

大
講
堂

7

木
造
不
動
明
王
坐
像

八
五

・
五

大
講
堂

8

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

八
七

・
七

大
講
堂

9

木
造
大
日
如
来
坐
像

(金
剛
界
)

一
四
二

・
五

大
講
堂

10

◎
木
造
弥
勒
菩
薩
坐
像

=

一
・
〇

三
宝
院
弥
勒
堂

11

木
造
弘
法
大
師
坐
像

八
四

・
五

三
宝
院
弥
勒
堂

12

木
造
理
源
大
師
坐
像

八
三

・
〇

三
宝
院
弥
勒
堂

13

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

五
六

・
〇

三
宝
院
弥
勒
堂
裏
堂

14

木
造
釈
迦
如
来
坐
艨

三
〇

・
〇

三
宝
院
弥
勒
堂
裏
堂

15

木
造
釈
迦
如
来
及
び
両
脇
侍
像

(三
驅
)

.

、

三
宝
院
行
者
堂

木
造
釈
迦
如
来
坐
像

五
二

・
○

木
造
文
殊
菩
薩
騎
獅
像

三
〇

・
七

木
造
普
賢
菩
薩
騎
象

三
〇

・
五

16

木
造
十

一
面
観
音
立
像

七
六

・
三

三
宝
院
聖
天
堂

17

◎
木
造
金
剛
力
士
立
像

(
二
驅
)

仁
王
門

木
造
金
剛
力
士
立
艨

(阿
形
)

三
五
九

・
○

木
造
金
剛
力
土
立
像

(吽
形
)

三
六
三

・
五

18

木
造
弘
法
大
師
坐
像

七
〇

仁
王
門
階
上

19

木
造
観
賢
僧
正
坐
像

(厨
子
入
)

入
○

・
○

仁
王
門
階
上

20

木
造
観
賢
僧
正
坐
像

六
二

仁
王
門
階
上

21

木
造
菩
薩
立
像

五
七

・
○

仁
王
門
階
上

22

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

入
九

・
五

報
恩
院

23

木
造
弘
法
大
師
坐
像

五
八

・
五

報
恩
院

24

木
造
准
胝
観
音
坐
像

(厨
子
入
)

三

一
・
五

成
身
院

25

木
造
不
動
明
王
坐
像

三
二
・
六

成
身
院

26

木
造
地
蔵
菩
薩
踏
下
げ
像

三
四

・
五

成
身
院

27

木
造
弘
法
大
師
坐
像

四
四

・
入

成
身
院

28

木
造
理
源
大
師
坐
像

四
五

・
五

成
身
院

29

木
造
弘
法
大
師
坐
像

八
六

・
二

祖
師
堂

30

木
造
理
源
大
師
坐
嫁

八
四

・
三

祖
師
堂

平
安
後
期

本
尊

7
-

1

江
戸

7
1
2

室
町

黒
漆
塗
り

7
1
3

江
戸

彩
色

7
i
4

平
安
後
期

玉
眼
後
補

7
1
5

江
戸

7
1
6

江
戸

7
-
7

建
久

三

(
=

九
二
)

快
慶
作

像
底
銘

17
1
1

寛
文
七

(
一
六
六
七
)

吉
野
右
京
種
次
作

像
底
像
内
銘

17
-
2

寛
文
五

(
=

六
五
)

吉
野
右
京
種
次
作
像
内
他
銘
同
五
年
奥
書
経
巻
納
入

17
-
3

江
戸

古
材
利
用
か

16
1
1

江
戸

16
-

2

平
安
後
期

中
尊

18
-

1
-
1

平
安
後
期

左
脇
侍

18
-
1
1
2

平
安
後
期

右
脇
侍

18
ー
1
-
3

鎌
倉
前
期

檀
像
風

19
1
1

(

長
承
三

(
一
=
二
四
)

勢
増
、
仁
増
作

修
理
銘
他

20
1
5
i
1

長
承
三

(
=

三
四
)

勢
増
、
仁
増
作

修
理
銘
他

20
-
5
1
2

延
宝
七

(
一
六
七
九
)

市
兵
衛
作

上
醍
醐
安
養
坊
旧
蔵

像
内
銘
納
入
品

20
1
1

元
禄
十
三

(
一
七
〇
〇
)

厨
子
扉
銘

20
-
2

江
戸

20
1

3

鎌
倉
後
期

左
肩
以
下
亡
失
当
初
合
掌
か

36
の
脇
侍
像
か

20
1

4

平
安
後
期

面
部
な
ど
削
り
直
し

21
-
1

江
戸

21
-
2

江
戸

二
脇
侍
付
属

4
-
1

江
戸

4
-
2

江
戸

4
-
3

江
戸

台
座
裏
銘
に
大
師

4
-
4

江
戸

台
座
裏
銘
に
開
山

27
と

一
具

4
1
5

延
宝
元

(
一
六
七
三
)

吉
野
右
京
種
久
作

像
底
像
内
銘

5
r
1

延
宝
元

(
一
六
七
三
)

吉
野
右
京
作

像
底
像
内
銘

29
と

【
具

5
r
2
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31

木
造
大
日
如
来
坐
豫

(金
剛
界
)

九

一
.
三

伝
法
学
院

32

木
造
不
動
明
王
及
び
両
脇
侍
像

(三
驅
)

伝
法
学
院

木
造
不
動
明
王
坐
像

入
二
.
五

木
造
矜
羯
羅
童
子
立
像

九
三

.
三

木
造
勢
竓
迦
童
子
立
像

九
四

.
一

33

木
造
愛
染
明
王
坐
像

五
五

・
五

伝
法
学
院

34

木
造
深
沙
大
将
立
像

六
二

・
○

伝
法
学
院

35

木
造
五
大
明
王
像

(五
躯
)

不
動
堂

木
造
不
動
明
王
踏
下
げ
像

五
二

.
九

木
造
降
三
世
明
王
立
像

八
九

.
○

木
造
軍
荼
利
明
王
立
像

八
五

.
二

木
造
大
威
徳
明
王
坐
像

五

一
・
二

木
造
金
剛
夜
叉
明
王
立
像

八
五

.
三

36

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

九
八

.
六

修
証
殿
六
号
室

37

◎
木
造
帝
釈
天
騎
象
像

一
〇
五

・
五

霊
宝
館
新
館

38

木
造
大
日
如
来
坐
像

(金
剛
界
)

六
〇

.
二

霊
宝
館
新
館

39

◎
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

一
九

.
二

霊
宝
館
新
館

40

◎
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

一
六
三

・
六

霊
宝
館
新
館

41

◎
木
造
不
動
明
王
坐
像

五
九

・
四

霊
宝
館
新
館

42

◎
木
造
五
大
明
王
像

(五
躯
)

霊
宝
館
新
館

木
造
不
動
明
王
坐
像

八
六

.
三

木
造
降
三
世
明
王
立
像

=

一二

.
三

木
造
軍
荼
利
明
王
立
像

一
二
五

.
八

木
造
大
威
徳
明
王
坐
像

入
○

.
三

木
造
金
剛
夜
叉
明
王
立
像

=

六

.
七

43

◎
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像

四
九

・
六

霊
宝
館
新
館

44

◎
木
造
吉
祥
天
立
像

一
六
七

.
三

霊
宝
館
新
館

45

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

八
六

.
四

霊
宝
館
新
館

46

◎
木
造
閻
魔
天
騎
牛
像

九
三

・
四

霊
宝
館
新
館

47

鉄
造
菩
薩
坐
像

一
〇
〇

霊
宝
館
新
館
玄
関

48

木
造
千
手
観
音
立
像

一
九

一
.
0

霊
宝
館
本
館

49

木
造
釈
迦
如
来
及
び
両
脇
侍
像

(
三
躯
)

霊
宝
館
本
館

木
造
釈
迦
如
来
坐
像

五

一
.
一

平
安
後
期

寛
文
十
三

(
一
六
七
三
)
大
修
理

像
底
銘

6
1
1

平
安
後
期

玉
眼
後
補

6
1
2
1
1

平
安
後
期

左
脇
侍

6
1
2
-
2

平
安
後
期

右
脇
侍

6
1
2
-
3

享
保
元

(
一
七

一
六
)

法
橋
立
乗
作

光
背
裏
、
台
座
裏
銘

6
1

3

江
戸

6
1

4

室
町

8
1
1
-

1

江
一尸

.

8
1
1
i

3

江
戸

8
1
1
1
4

江
戸

8
1
1
1
5

江
戸

8
i
l
1
2

鎌
倉
後
期

22
1
ー

ヨ

平
安
前
期

2
1
1

平
安
前
期

23
1
2

平
安
後
期

23
1
3

鎌
倉
後
期

23
i

4

建
仁
三

(
=

一〇
三
)

快
慶
作

像
内
銘

23
1

5

平
安
前
期

上
醍
醐
中
院
旧
像
か

23
1
6
1
1

平
安
前
期

上
醍
醐
中
院
旧
像
か

.

23
1
6
1
3

平
安
前
期

上
醍
醐
中
院
旧
像
か

、

23
-
6
1
4

平
安
前
期

上
醍
醐
中
院
旧
像
か

23
-
6
1
5

平
安
前
期

上
醍
醐
中
院
旧
嫁
か

23
1
6
1
2

平
安
後
期

23
1

7

平
安
後
期

定
海
造
立
か

23
1

8

平
安
後
期

23
-
9

平
安
後
期

待
賢
門
院
御
仏
か

23
1
10

中
国
明
清
時
代

像
背
部
銘

(未
読
)

23
1
11

平
安
後
期

天
徳
年
間

(九
五
七
-
九
六
)
上
醍
醐
観
音
堂
旧
像

1
1
1

平
安
後
期

中
尊

1
1
2
-
1

8一4一



木
造
文
殊
菩
薩
騎
獅
像

三
七

・
二

木
造
普
賢
菩
薩
騎
象
像

三
六

・
0

50

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(厨
子
入
)

三
二

・
六

霊
宝
館
本
館

51

木
造
如
意
輪
観
音
坐
像

(厨
子
入
)

三
三

・
三

霊
宝
館
本
館

52

木
造
千
手
観
音
立
像

(厨
子
入
)

五
六

・
○

霊
宝
館
本
館

53

木
造
大
日
如
来
坐
像

(胎
蔵
界
)

一
〇
四

・
○

霊
宝
館
本
館

54

木
造
如
意
輪
観
音
踏
下
げ
像

九
六

・
○

霊
宝
館
本
館

55

塑
造
弘
法
大
師
坐
像

四
七

・
○

霊
宝
館
本
館

56

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

九
六

・
五

霊
宝
館
本
館

57

木
造
天
部
立
像

五
六

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

58

木
造
倶
生
神
立
豫

三
九

・
入

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

59

木
造
愛
染
明
王
坐
像

二
四

・
O

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

60

木
造
弥
勒
菩
薩
坐
像

五
九

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

61

木
造
観
音
菩
薩
立
像

一
〇
五

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

62

木
造
大
日
如
来
坐
像

(金
剛
界
)

三

一
・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

63

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

四
〇

・
二

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

64

木
造
如
来
坐
像

四
入

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

65

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

五
三

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

66

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

・

五

一
・
八

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

67

木
造
狛
犬

(
一
対
)

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

木
造
狛
犬

(阿
形
)

四
五

・
四

木
造
狛
犬

(吽
形
)

四
五

・
二

68

木
造
明
王
形
立
像

六
六

・
四

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

69

木
造
金
剛
夜
叉
明
王
立
像

六
二

・
三

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

70

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

五
三

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

71

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

七
六

・
二

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

72

◎
木
造
聖
観
音
立
像

五

一
・
一

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

73

銅
造
聖
宝
倚
像

五
二

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

74

銅
造
不
動
明
王
立
像

四
六

・
0

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

75

銅
造
聖
徳
太
子
立
縁

六
二

・
○

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

76

銅
造
不
動
明
王
立
像

六
〇

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

77

銅
造
明
王
形
立
像

六
〇

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

78

銅
造
聖
徳
太
子
立
像

六
〇

霊
宝
館
北
倉

一
階
南
室

平
安
後
期

左
脇
侍

1
1

2
1
2

平
安
後
期

右
脇
侍

1
-

2
1
3

江
戸

諦
誉
涼
意
寄
付

像
底
銘

1
1
3

鎌
倉
後
期

1
-
4

江
戸
か

ー
ー

5

平
安
後
期

1
1
6

平
安
前
期

一

1
1

7

永
正
十
三

(
一
五

一
六
)

像
内
銘

1
-
8

,

平
安
後
期

1
1
9

鎌
倉
後
期

24
1
1

南
北
朝

24
-
2

室
町

24
1
3

平
安
後
期

24
1
4

江
戸

24
1
5

江
戸

24
1
6

寛
文
六

(
エ
ハ
六
六
)

像
底
銘

24
i

7

江
戸

24
1
8

江
戸

24
1
9

江
戸

24
-
10

鎌
倉
後
期

24
1
11
1
1

鎌
倉
後
期

24
1
11
1
2

江
戸

24
1
12

江
戸

24
1
13

江
戸

24
1
14

江
戸

24
1
15

平
安
前
期

24
1
16

安
永
入

(
一
七
七
九
)

刻
銘

24
-
17

江
戸

24
1
18

江
戸

孝
養
太
子

24
1
19

江
戸

忽
1
20

江
戸

24
1
21

江
戸

孝
養
太
子

24
1
22

一5一



79

木
造
不
動
明
王
及
び
両
脇
侍
像

(三
驅
)

理
性
院
本
堂

◎
木
造
不
動
明
王
坐
像

八
八

二
二

木
造
矜
羯
羅
童
子
立
像

六

一
・
九

木
造
勢
託
迦
童
子
立
像

六
三

二

80

木
造
天
部
立
像

=
一=

・
0

理
性
院
本
堂

81

木
造
大
元
帥
明
王
立
像

一
〇

一
・
○

理
性
院
本
堂

82

木
造
十

一
面
観
音
立
像

四
三

・
○

理
性
院
本
堂
左
脇
の
間

83

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

五
二
'・
○

理
性
院
本
堂
左
脇
の
間

84

木
造
不
動
明
王
立
像

(厨
子
入
)

二
九

・
五

理
性
院
本
堂
左
脇
の
間

85

木
造
弘
法
大
師
坐
像

一
六

・
五

理
性
院
本
堂
左
脇
の
間

86

木
造
千
手
観
音
坐
像

五
七

・
○

理
性
院
聖
天
堂

87

銅
造
聖
天
像

一
二

・
二

理
性
院
聖
天
堂

88

◎
木
造
理
源
大
師
坐
像

八
三

・
○

開
山
堂

.89

木
造
観
賢
僧
正
坐
像

八
五

・
○

開
山
堂

90

木
造
弘
法
大
師
坐
像

八
二

・
九

開
山
堂

91

◎
木
造
薬
師
如
来
及
び
両
脇
侍
像

(三
驅
)

薬
師
堂

木
造
薬
師
如
来
坐
像

一
七
六

二

木
造
日
光
菩
薩
立
像

=

九

・
九

木
造
月
光
菩
薩
立
像

一
二
〇

・
九

92

木
造
狛
犬

六

一
・
二

薬
師
堂

93

木
造
如
意
輪
観
音
坐
像

.

九
〇

・
三

如
意
輪
堂

94

木
造
毘
沙
門
天
立
像

八
九

・
○

如
意
輪
堂
左
脇
の
間

95

木
造
吉
祥
天
立
艨

九
〇

如
意
輪
堂
左
脇
の
間

96

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

六

一
・
三

如
意
輪
堂
右
脇
の
間

97

木
造
観
音
菩
薩
及
び
勢
至
菩
薩
立
像

(
二
驅
)

如
意
輪
堂
右
脇
の
間

木
造
観
音
菩
薩
立
像

=

五

・
○

木
造
勢
至
菩
薩
立
像

一
〇
三

・
二

98

木
造
五
大
明
王
像

(五
驅
)

五
大
堂

木
造
不
動
明
王
坐
像

幽

=
二
七

.
○

木
造
降
三
世
明
王
立
像

一
七
三

・
五

木
造
軍
荼
利
明
王
立
嫁

一
九
〇

・
○

木
造
大
威
徳
明
王
坐
像

一
二
七

・
三

木
造
金
剛
夜
叉
明
王
立
像

一
七
七

・
五

平
安
後
期

中
噂

2
1

1
1

1

江
戸

・

左
脇
侍

2
1

1
1

2

江
戸

右
脇
侍

2
1

1
1

3

鎌
倉
前
期

2
1

2

江
戸

本
尊

三
邪
鬼

二
獅
子
付
属

2
1

3

慶
応
元

(
一
八
六
五
)

松
本
康
慶
作

像
底
柄
銘

観
音
経
納
入

2
1
4

江
戸

2
1
5

江
戸

2
-
6

江
戸

2
1
7

中
国
明
清
時
代

練
物
併
用

3
1
1

江
戸

台
座
裏
銘
に
信

(カ
)
栄
の
名
が
あ
る

3
1
2

鎌
倉
後
期

10
1
1

江
戸

宝
永

三

(
一
七
〇
六
)
頭
部
納
入
品

10
1
2

江
戸

89
と

一
具

10
1
3

延
喜
十
三

(九

=
二)

中
尊

11
1
1
1
1

延
喜
十
三

(九

=
二
)

左
脇
侍

11
1
1
1
2

延
喜
十
三

(九

=
二
)

右
脇
侍

11
1
1
1
3

江
戸

閉

口

他

一
驅
の
後
肢
残
欠
あ
り

n
1
2

江
戸

本
尊

12
1
1

文
化
四

(
一
八
〇
七
)

像
内
銘

12
1
2

慶
長
十
三

(
一
六
〇
八
)
か
文
化
四

(
一
八
〇
七
)
修
理

像
内
銘

12
1
3

鎌
倉
後
期

12
1
4

平
安
後
期

現
在
96
の
左
脇
侍

12
1

5
1
1

平
安
後
期

現
在
96
の
右
脇
侍

12
1

5
-
2

慶
長
十
三

(
一
六
〇
八
)

醍
醐
寺
新
要
録

.

13
1

1
1
1

慶
長
十
三

(
一
六
〇
八
)

醍
醐
寺
新
要
録

13
1

1
1
3

慶
長
十
三

(
一
六
〇
八
)

醍
醐
寺
新
要
録

13
i

l
1
4

延
喜
十
三

(九

=
二
)

13
1

1
-
5

慶
長
十
三

(
一
六
〇
八
)

醍
醐
寺
新
要
録

頭
部
古
い
か

13
1

1
1
2

一6一



99

木
造
准
胝
観
音
坐
像

(厨
子
入
)

七
三

・
二

准
胝
堂

㎜

木
造
聖
観
音
坐
像

(厨
子
入
)

二
八

・
九

摂
受
庵

皿

木
造
弘
法
大
師
坐
像

入
五

・
○

地
蔵
堂

魏

木
造
理
源
大
師
坐
像

五
六

.
O

地
蔵
堂

鵬

木
造
弘
法
大
師
坐
像

三
三

・
五

地
蔵
堂

江
戸

本
尊

14
1

1

江
戸

上
醍
醐
寺
務
所

15
i

1

寛
文
七

(
一
六
六
七
)

吉
野
右
京
藤
原
種
久
作

嫁
内
像
底
銘

9
-

1

江
戸

9
1

2

江
戸

9
1

3

こ
の
他
の
未
調
査
の
作
品
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
信
徒
詰
め
所
聖
徳
太
子
像
、

三
宝
院
行
者
堂
聖
天
像
、
弁
才
天
堂
弁
才
天
像
。

二

解

説

主
な
作
品
に
つ
い
て
、
時
代
順
に
簡
単
に
解
説
し
た
い
。
【

】
は
挿

図
番
号
、
そ
の
中
の

(

)
は
作
品
リ
ス
ト
の
番
号
で
あ
る
。

醍
醐
寺
で
最
も
古
い
木
彫
像
で
あ
る
聖
観
音
立
像

【
図
1

(
72
)
】

は
、
九
世
紀
は
じ
め
の
作
風
を
示
し
た
醍
醐
寺
草
創
以
前
の
作
品
で
あ

る
。
伝
来
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

上
醍
醐
薬
師
堂
の
薬
師
三
尊
像

【
図
2

(91
)】
と
五
大
堂
の
五
大
明

王
像
の
う
ち
の
大
威
徳
明
王
像

【図
3

(98
)
】
は
、
延
喜
十
三
年

(九

=
二
)

ま
で
に
完
成
し
た
醍
醐
天
皇
御
願

の
両
堂
創
建
時

の
像

で
あ

ヨる
。
現
存
の
薬
師
堂
は
平
安
後
期
の
再
建
、
五
大
堂
は
近
代
の
再
建
、

他
の
五
大
明
王
像
四
体
は
桃
山
時
代
の
復
興
像
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
降

三
世
明
王
像
は
頭
部
な
ど
に
あ
る
い
は
復
興
以
前
の
古
像

の
部
分
を
残

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
精
査
を
期
し
た
い
。
霊
宝
館
新
館

の

帝
釈
天
騎
象
像

【
図
4

(37
)
】
は
、
構
造
、
作
風
か
ら
十
世
紀
前
半
の

　

作
と
み
ら
れ
、
十

二
世
紀
後
半
に
編
集
さ
れ
た

『
醍
醐
雑
事
記
』
の
薬

師
堂
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
帝
釈
天
像
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
霊

宝
館
新
館
の
五
大
明
王
像

【図
5

(42
)
】
は
、
聖
宝
を
継

い
だ
僧
観
賢

の
没
し
た
延
長
三
年

(九

二
五
)
以
前
に
建

て
ら
れ
た
上
醍
醐
中
院
の

　

当
初
の
本
尊
と
推
定
さ
れ
る
。
霊
宝
館
本
館

の
如
意
輪
観
音
踏
み
下
げ

像

【
図
6

(54
)
】
は
、
面
部
な
ど
に
後
補
部
分
が
多
い
が
、
十
世
紀
前

半
の
作
風
を
示
す
。
他
に
十
世
紀
半
ば
以
前

の
作
風
を
示
す
も
の
に
霊

宝
館
新
館
の

一
木
造
の
大
日
如
来
像

【
図
7

(
38
)】
が
あ
る
。

千
手
観
音
立
像

【
図
8

(48
)
】
は
、
天
徳
年
間

(九
五
七
-
九
六

　

一
)
に
建
て
ら
れ
た
上
醍
醐
観
音
堂
創
建
時

の
本
尊
で
あ
る
。
霊
宝
館

本
館
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
像

【図
9

(53
)
】
は
、
頭
部
な
ど
が
後
世
補

修
さ
れ
て
い
る
が
、
構
造
、
作
風
は
古
様
で
、
十
世
紀
後
半
製
作
の
可

ア

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
霊
宝
館
新
館

の
如

意
輪
観
音
坐
像

【
図
10

(43
)】
は
作
風
か
ら
十
世
紀
末
頃
の
も
の
と

み
ら
れ
る
が
、
十
世
紀
前

　

半
期
の
製
作
の
可
能
性
を
説
い
た
論
考
が
あ

る
。

霊
宝
館
新
館
の
吉
祥
天
立
像

【
図
11

(44
)
】
は
、
『醍
醐
雑
事
記
』
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所
載
の
大
治
五
年

(
一
=
二
〇
)
に
僧
定
海
が
造
立
し
た
薬
師
堂
安
置

像
の
可
能
性
が
強
く
、
そ
の
造
立
願
文
の
案
文
と
み
ら
れ
る
も
の
が
存

　

在
す
る
。
仁
王
門
の
金
剛
力
士
像

【
図
12

(17
)
】

は

『
醍
醐
寺
新
要

録
』
の
記
述
と
像
内
に
記
さ
れ
た
修
理
銘
か
ら
、
長
承
三
年

(
一
=
二

り

四
)
仏
師
勢
増
、
仁
増
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
霊
宝
館
新
館
の

閻
魔
天
騎
牛
像

【図
13

(46
)
】
は

『醍
醐
雑
事
記
』
所
載
の
薬
師
堂
の

待
賢
門
院

(天
治
元
年

く
一
一
二
四
y
院
号
宣
下
、
久
安
元
年

〈
一
一

四
五
〉
没
)
の
御
産
の
た
め
の
像
の
可
能
性
が
あ
る
。
平
成
元
年
に
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
理
性
院
の
不
動
明
王
像

【
図
14

(79
)
】
は
、

一
木
造

の
古
様
な
構
造
で
あ
る
が
、
作
風
か
ら
は
十

一
世
紀
後
半
頃
の

む

製
作
と
み
ら
れ
る
。
大
講
堂
本
尊
の
定
朝
様
の
丈
六
阿
弥
陀
如
来
像

【
図
15

(3
)
】
は
も
と
上
醍
醐
に
あ

っ
た
と
い
う
が
、
当
初
の
堂
は
不

明
で
あ
る
。
大
講
堂
不
動
明
王
像

【
図
16

(7
)
】
は
十

一
世
紀
末
、
十

二
世
紀
初
め
頃
の
秀
作
だ
が
、
こ
の
像
の
当
初
の
脇
侍
像
が
、
現
在
伝

法
学
院

に
安
置
さ
れ
て
い
る
不
動
三
尊
像

【
図
17

(32
)
】
の
脇
侍
二
童

子
像
で
あ
り
、
定
海
が
造
立
に
関
係
し
た
可
能
性
を
考
え
る
説
が
今
年

お

度
本
学

に
卒
業
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
三
宝
院
行
者
堂
の
釈
迦
三

尊
像

【図
18

(
15
)】
も
定
朝
様
の
秀
作
で
、
当
初

の
台
座
で
あ
る
獅

子
、
象

を
完
備
す
る
。
霊
宝
館
新
館
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

【
図
19

(45
)
】
と
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

【
図
20

(39
)
】、
霊
宝
館
本
館
の
釈

迦
三
尊
像

【
図
21

(49
)】
、
上
醍
醐
如
意
輪
堂
の
観
音
、
勢
至
菩
薩
立

像

【図

22

(97
)】
は
い
ず
れ
も
定
朝
様
の
作
風
を
示
す
中
央
作
で
あ

る
。
霊
宝
館
本
館
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

【
図
23

(56
)
】
は
十
二
世
紀
後

半
の
定
朝
様
の
作
で
あ
る
が
、
玉
眼
が
嵌
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
珍
し

い
。
こ
の
他
の
十

二
世
紀
頃
の
作
に
、
伝
法
学
院
の
金
剛
界
大
日
如
来

像
、
報
恩
院
阿
弥
陀
如
来
像
、
霊
宝
館
北

倉
の
弥
勒
菩
薩
像
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
後
世
の
補
修
を
経
て
い
る
。

三
宝
院
弥
勒
菩
薩
像

【
図
24

(10
)】
は
座

主
勝
賢
が
発
願
し
建
久
三

年

(
=

九

二
)
に
仏
師
快
慶
が
造
立
し
た
像
で
、
X
線
透
視
に
よ
っ

て
頭
部
内
に
五
輪
塔
と
経
巻
状
の
納
入
品
が
認

め
ら
れ
る
。
『
醍
醐
寺

新
要
録
』
な
ど
に
よ
る
と
、
同
じ
年
に
没
し
た
後
白
河
上
皇
の
追
善
像
む

と
し
て
上
醍
醐
覚
洞
院
護
摩
堂
に
安
置
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

霊
宝
館
新
館
の
不
動
明
王
像

【
図
25

(41
)
】
は
建
仁
三
年

(
一
二
〇

め

三
)
仏
師
快
慶
作
の
鎌
倉
前
期
の
基
準
作
で
あ
る
。
金
堂
の
薬
師
三
尊

像

【
図
26

(1
)
】
は

『醍
醐
寺
新
要
録
』
に
よ
っ
て
桃
山
時
代
の
慶
長

三
年

(
一
五
九
八
)
に
和
歌
山
満
願
寺
か
ら
、
同
じ
金
堂
の
四
天
王
の

う
ち
の
お
そ
ら
く
広
目
天
、
多
聞
天
像

【
図
27

c
d

(2
)
】
と
と
も
に

め

移
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
の
鎌
倉
前
期
の
作
品
と
し
て
理

性
院
天
部
立
像

【
図
28

(80
)
】、
三
宝
院
聖
天
堂
の
檀
像
風
の
十

一
面

レ

観
音
立
像

【
図
29

(16
)
】
が
あ
る
。

上
醍
醐
開
山
堂
の
本
尊
理
源
大
師

(聖
宝
)
像

【
図
30

(88
)
】
は
、

『醍
醐
寺
新
要
録
』
の
記
述
か
ら
弘
長
元
年

(
一
二
六

一
)
の
造
立
と

　

考
え
ら
れ
る
。
修
証
殿
客
仏
の
阿
弥
陀
如
来
立
像

【
図
31

(36
)】
と
、

そ
の
脇
侍
像
と
み
ら
れ
る
現
在
仁
王
門
の
二
階
に
置
か
れ
た
菩
薩
立
像
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【図
32

(21
)
】
は
、
い
ず
れ
も
十
三
世
紀
後
半
の
作
風
を
示
す
が
、
当

初
の
安
置
堂
宇
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
鎌
倉
後
期
と
み
ら
れ
る

作
品
に
霊
宝
館
新
館
の
地
蔵
菩
薩
立
像
、
霊
宝
館
本
館
の
如
意
輪
観
音

坐
像

【
図
33

(
51
)
】
、
如
意
輪
堂

の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

【
図

34

(96
)
】、
霊
宝
館
北
倉
の
天
部
立
像
と
狛
犬
が
あ
る
。

南
北
朝
、
室
町
、
桃
山
時
代
の
彫
刻
は
少
な
い
。
霊
宝
館
本
館
の
塑

造
弘
法
大
師
像

【
図
35

(55
)
】
は
銘
文
に
永
正
十
三
年

(
一
五
、=
ハ
)

の
年
紀
と
、
法
印
宗
永
、
東
寺
宝
厳
院
為
源
の
名
が
あ
る
。
金
堂
四
天

王
像
の
う
ち
持
国
天
、
増
長
天
像

【
図
27

a
b

(2
)
】
は
運
動
感
の
あ

お

る
大
造
り
な
表
現
か
ら
平
安
前
期
の
製
作
を
考
え
る
説
が
あ
る
が
、
現

状
の
観
察
で
は
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
金
堂
移
築
時

の
復
興
像
と
思

わ
れ
る
。
あ
る
い
は

一
部
に
古
材
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
の
彫
刻
は
多
い
が
、
そ
の
中
で
は
仏
師
吉
野
右
京
に
よ
る

一
群
の
肖
像
が
目
立

つ
。
す
な
わ
ち
、
三
宝
院
弥
勒
堂
の
弘
法
大
師
、

理
源
大
師
像

【
図
36

(11
、
12
)】
は
寛
文
七
年

(
一
六
六
七
)
お
よ
び

五
年
、
上
醍
醐
地
蔵
堂
の
弘
法
大
師
像
は
同
七
年
、
祖
師
堂
の
弘
法
大

師
、
理
源
大
師
像

【
図
37

(
29
)
】
は
延
宝
元
年

(
一
六
七
三
)
の
造
立

で
あ
る
こ
と
が
、
各
像

の
銘
文
か
ら
知
ら
れ
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
彫

刻
と
し
て
優
れ
た
出
来
栄
え
を
示
し
て
い
る
。

醍
醐
寺
の
彫
刻
は
創
建
期
で
あ
る
平
安
前
期
の
も
㊨
と
、
充
実
期
に

あ
た
る
平
安
後
期
、
鎌
倉
期
の
も
の
、
復
興
期
の
桃
山
、
江
戸
期
の
も

の
に
大
別
さ
れ
る
。
従
来

の
研
究
は
主
に
創
建
期
の
諸
像
と
鎌
倉
前
期

の
快
慶
作
品
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
、
多
く
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
平
安
後
期
の
作
品
な
ど
に
つ
い
て
も
、
膨
大
な
量
の

醍
醐
寺
文
書
や
そ
の
他
の
文
献
資
料
を
援
用
し
な
が
ら
、
製
作
事
情
の

解
明
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
平
安

、
鎌
倉
時
代
の
下
醍
醐
の

諸
像
は
度
重
な
る
火
災
な
ど

に
よ

っ
て
ほ
と

ん
ど
が
失
わ
れ
た
。

一

方
、
山
上
の
上
醍
醐
に
造
立
さ
れ
た
彫
刻
は
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
少
な
く
、
意
外
に
多
く
の
平
安
時
代
を
は
じ
め
と
す
る
優
れ
た
作

品
が
残

っ
て
い
る
。
旧
平
安
京
内
の
諸
大
寺

の
仏
像
が
今
日
多
く
失
わ

れ
て
い
る
な
か
で
、
市
中
に
近
く
、
貴
顕
の
保
護
を
受
け
た
醍
醐
寺
に

現
存
す
る
彫
刻
は
、
各
時
代
の
彫
刻
史
を
考
え
る
た
め
の
貴
重
な
て
が

か
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

註1

醍
醐
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
次
の
諸
書
に
詳
し
い
。

『仏
教
芸
術
』
四
二

(特
集

醍
醐
寺
)
(
一
九
六
〇
年
)。

佐
和
隆
研
他

『醍
醐
寺
』
(『秘
宝
』
第
八
巻

一
九
六
七
年

講
談
社
)。

清
水
善
三

『醍
醐
寺
』
〈美
術
文
化
シ
リ
ー
ズ
〉
(
一
九
七
四
年

中
央
公

論
美
術
出
版
)。

佐
和
隆
研

『醍
醐
寺
』
(
一
九
七
六
年

東
洋
文
化
社
)。

大
隅
和
雄

『聖
宝
理
源
大
師
』
(
一
九
七
六
年

総
本
山
醍
醐
寺
寺
務
所
)。

『日
本
古
寺
美
術
全
集
』

一
四

醍
醐
寺
と
仁
和
寺

・
大
覚
寺

(
一
九
八

二
年

集
英
社
)。

佐
伯
有
清

『聖
宝
』
(
一
九
九

一
年

吉
川
弘
文
館
)
。
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藤
井
恵
介
他

『
醍
醐
寺
』

(『
日
本
名
建
築
写
真
全
集
』
九

一
九

九

二
年

新
潮
社
)
。

2

醍
醐
寺

の
彫
刻

に
関
す

る
ま
と
ま

っ
た
展
覧

会
カ
タ

ロ
グ

に
次

の
も

の
が

あ
る
。
『
醍
醐
寺
密
教
美
術
展
』

(東
京
国
立
博
物
館
特

別
展

一
九

七
五
年

日

本
経
済

新
聞
社
)
。

『
醍
醐
寺
展
』

(
一
九

入
九
年

日
本
経
済
新
聞
社
)
。

3

西
川
新
次

「聖
宝

・
会

理
と
そ
の
周
辺
」

(『
国
華
』

八
四

八

一
九

六

二

年
)
。
丸
尾
彰

三
郎
他
編

『
日
本
彫
刻

史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時
代
重
要
作
品
篇
』

五

(
一
九
九

四
年
刊
行
予
定

中
央
公
論
美
術
出
版
)
。

副
島
弘
道

「醍
醐
寺
木
造
大
威
徳
明
王
像

」
(
『美
術
史
』

一
二
三

一
九

八
八
年
)
。

4

中
島
俊
司
編
著

『醍
醐
雑
事
記
』
(
昭
和

六
年
初
版
、
同
四
十

八
年
再
版

総
本
山
醍
醐
寺
)
。

5

佐
和
隆
研

「醍
醐
寺

五
大

明
王
彫
像

に

つ
い
て
」

(『
美
術
史
』

二
五

一

九

五
七
年
)
。

佐
藤
昭
夫

「醍
醐
寺

五
大
明
王
像
」

(
『国
華
』

一
〇
七

六

一
九

八
四

年
)
。
副
島
弘
道

「醍
醐
寺
霊
宝
館

の
木
造

五
大

明
王
像
」

(稲
垣
栄
三
編

『
醍
醐

寺

の
密
教

と
社
会
』

一
九
九

一
年

山
喜
房
仏
書
林
)
。

6

副
島
弘
道

「醍
醐
寺
木
造
千
手
観
音

立
像

の
造
立

に

つ
い
て
」
(
『美
術
史
』

=
二
〇

一
九
九

一
年
)
。

7

『
昭
和
六
十

一
、
六
十

二
、
六
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(
総
合
研
究

A
)
研
究
成
果
報
告
書

醍
醐
寺

の
密
教
法
会
と
建
築
空
間

に
関
す

る
総
合

的
研
究
』

(研
究
代
表
者
稲
垣
栄
三

一
九

八
九
年
)
。

8

津

田
徹
英

「醍
醐
寺
如
意
輪
観
音
像
考
」
(
『美
術
史
』

=

二
二

一
九
九

二
年
)
。

9

藤
田
経
世

「
醍
醐

寺
吉

祥
天
造

立
願

文
」

(
『
画

説
』

六

三

一
九

四

二

年
)
。
こ

の
紙
本
墨
書
大

治
五
年
上
醍
醐
薬
師
堂
吉
祥
天
像
供
養

願

文
案

は
昭
和

六
十

一
年

に
民
間
か
ら
購

入
さ

れ
て
国
所
有
と
な

っ
た
。

10

『
解
説
版
新
指

定
重

要
文

化
財
』

三
彫

刻

(
一
九

八

一
年

毎

日
新

聞

社
)
。

11

(註

7
)
前
掲
書
。

伊
東
史
朗

「醍
醐
寺
炎
魔
天
坐
像

と
瞳
嵌

入
」

(
『
M
U
S
E

U
M
』

四
七

四

一
九
九
〇
年
)
。

12

文
化
庁
文
化
財
保
護
部

「新
指
定

の
文
化
財
」

(
『
月
刊
文

化
財

』

三

一
〇

一
九
八
九
年
)
。

13

益
田
佳
苗

「醍
醐
寺
伝
法
学
院
不
動
三
尊
像
と
大
講
堂

不
動
明
王
像
」
(平

成

五
年
度
跡
見
学
園
女
子
大
学
提
出
論
文

一
九
九

三
年

〈
未
公
刊
〉)
。

14

赤
松
俊
秀

「快

慶
作

の
弥
勒

菩
薩

像
」

(
『
大
和

文
華

』

四

一
九

五

一

年
)
。
毛
利
久

「醍
醐
寺

の
快
慶
作
像
」

(
『仏
教
芸
術
』
四

二

一
九
六
〇
年
)
。

副
島
弘
道

「醍
醐
寺

三
宝
院
本
堂

(弥
勒
堂
)
の
弥
勒
菩
薩
像

」
(『
醍
醐
春

秋
』

二

一

一
九
九

三
年
)
。

15

赤
松
俊
秀

「
三
宝
院

の
快
慶
銘
不
動
明
王
坐
像
」
(
『史
迹

と
美

術
』

=

一

二

一
九
四

一
年
)
。

(註
1
4
)
毛

利
久
前
掲
論
文
。

三
宅
久
雄

「快

慶
作

不
動

明
王
像

」

(
『
国
華
』

一
〇
五
〇

一
九

八

二

年
)
。

16

『醍
醐
寺
新
要
録
』

(
一
九
五

一
-

五
三
年

京
都
府
教
育
委
員
会
)
。
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醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
編

『
醍
醐
寺
新
要
録
』

上

・
下

(
一
九

九
二
年

法
蔵
館
)
。

17

こ
の
十

一
面
観
音
像
は
、
中
野
楚
渓
編

『京
都
美
術
大
観

彫
刻
』
下

(
一

九

三
三
年

東
方
書
院
)

に
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

18

(註
10
)

前
掲
書

。

19

佐
和
隆
研

『
醍
醐
寺
』

(
一
九

七
六
年

東
洋
文
化
社
)
。

20

佐
和
隆
研

「醍
醐
寺
古
文
書
、
聖
教
調
査

の
足
跡
」
(
『
研
究
紀
要
』

一

一

九
七
八
年

醍
醐
寺

文
化
財
研
究
所
)
。

(註
7
)

前
掲
書
。
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